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東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

６
２
４
８
筆
（
26
年
２
月
16
日
）

解雇から39年 こじ開けた勝利の扉
２・８国鉄集会に４１０人、解雇撤回と戦争阻止誓う

　
２
月
８
日
、
江
戸
川
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に

よ
る
解
雇
か
ら
39
年
／
２
・
８
国
鉄

集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

４
１
０
人
が
結
集
し
た
。

　
集
会
は
、
動
労
千
葉
の
川
崎
執
行

委
員
と
動
労
東
京
環
境
ア
ク
セ
ス
支

部
の
宮
本
さ
ん
の
司
会
で
進
行
。
主

催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
金
元
重
さ

ん
（
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
）
は
、

戦
争
国
家
化
へ
の
危
機
感
を
示
し
つ

つ
労
働
運
動
の
再
生
こ
そ
が
最
大
の

対
抗
軸
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　
連
帯
あ
い
さ
つ
で
は
、
三
里
塚
反

対
同
盟
、
在
日
ビ
ル
マ
人
の
マ
ー
テ
ン

テ
ン
ウ
ー
さ
ん
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！

大
行
進
の
高
山
俊
吉
弁
護
士
が
登
壇
。

戦
争
阻
止
と
労
働
者
の
団
結
を
力
強
く

呼
び
か
け
た
。

　
動
労
千
葉
の
関
委
員
長
は
基
調
報
告

で
、
１
月
23
日
の
控
訴
審
第
２
回
弁
論

に
お
け
る
画
期
的
な
進
展
を
報
告
。
さ

ら
に「
資
本
主
義
の
危
機
の
時
に
こ
そ
、

本
物
の
階
級
的
労
働
運
動
を
甦
ら
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
鉄
闘
争
の
勝
利

で
労
働
運
動
全
体
を
獲
得
し
よ
う
」
と

訴
え
た
（
要
旨
別
掲
）。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
の
訴
え

ぎ
、
最
後
ま
で
共
に
闘
う
こ
と
を
宣
言

し
た
。外

注
化
と
対
決
！

　
続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
資
本
に
よ
る
外
注
化

や
新
人
事
・
賃
金
制
度
と
の
最
前
線
の

闘
い
が
訴
え
ら
れ
た
。

　
動
労
千
葉
の
渡
辺
書
記
長
は
、「
相

　
動
労
総
連
合
・
水
戸
の
照
沼
委
員
長

は
鉄
道
業
務
の
軽
視
が
大
事
故
を
招
い

て
い
る
現
状
を
批
判
。「
先
輩
方
が
築

い
た
闘
い
の
熱
を
絶
や
さ
ず
、
組
織
拡

大
で
Ｊ
Ｒ
体
制
と
決
着
を
つ
け
る
」
と

語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
高
崎
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
か
ら
４
月

以
降
の
「
雇
い
止
め
」
を
通
告
さ
れ
た

動
労
連
帯
高
崎
の
木
村
書
記
長
は
、「
合

理
化
の
行
き
着
く
先
は
大
事
故
だ
。
下

請
け
・
グ
ル
ー
プ
会
社
に
コ
ス
ト
削
減

を
強
い
る
攻
撃
の
結
果
、
現
場
は
破
綻

し
て
い
る
。
動
労
千
葉
の
反
合
理
化
・

運
転
保
安
闘
争
に
学
び
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
で
雇
い
止
め
を
阻
止
す
る
」
と
不
退

転
の
決
意
を
述
べ
た
。

　
集
会
は
、
動
労
千
葉
ス
ト
ラ
イ
キ
40

周
年
を
記
念
す
る
特
別
企
画
や
、
久
留

里
線
廃
線
化
阻
止
の
訴
え
、
船
橋
二
和

病
院
労
組
や
Ｊ
Ｐ
労
組
の
決
意
表
明
を

経
て
、
最
後
は
、
動
労
総
連
合
の
田
中

委
員
長
が
「
国
鉄
闘
争
こ
そ
が
情
勢
を

動
か
す
位
置
に
あ
る
」
と
総
括
し
、
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
26
年
を
勝
利
の
年
に

す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

 １０４７名裁判で画期的前進 井手・深澤を法定へ

最
後
の
壁
が
崩
れ
始
め
た

関
道
利
（
動
労
千
葉
委
員
長
）　

　
高
市
政
権
が
異
例
の
解
散
を
強
行
し
、
大

軍
拡
と
戦
争
国
家
化
へ
突
き
進
む
決
定
的
な

情
勢
の
中
で
本
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

選
挙
結
果
が
ど
う
あ
れ
真
っ
向
か
ら
対
決
し

闘
い
ぬ
く
こ
と
を
冒
頭
に
確
認
し
た
い
。

1
集
会
の
最
大
の
目
的
は
、
国
鉄
１
０
４
７

名
解
雇
撤
回
に
向
け
壁
を
こ
じ
開
け
、
最
後

ま
で
勝
ち
切
る
決
意
を
固
め
る
こ
と
で
す
。

　
大
き
な
転
機
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
１
月
23

日
、
東
京
高
裁
は
中
労
委
・
Ｊ
Ｒ
側
に
対
し

「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
の
不
当
労
働
行
為
を
認
め
る

の
か
、
認
め
な
い
な
ら
証
人
を
採
用
す
る
」

と
明
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
出
廷
を
拒
否
し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
側
が
あ
わ
て

て
裁
判
へ
の
参
加
を
表
明
。
私
た
ち
は
つ
い

に
Ｊ
Ｒ
を
法
廷
に
引
き
ず
り
出
し
た
。

　
87
年
の
分
割
・
民
営
化
時
、
不
当
な
選
別

基
準
に
よ
っ
て
多
く
の
組
合
員
が
解
雇
さ
れ

た
。
Ｊ
Ｒ
は
一
貫
し
て
「
名
簿
作
成
に
関
与

し
て
い
な
い
」
と
嘘
を
つ
き
続
け
て
き
ま
し

た
が
、そ
の
偽
証
は
完
全
に
暴
か
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
壁
は
崩
れ
始
め
た
。
井
手
、
深
澤

を
証
言
台
に
引
き
ず
り
出
し
、
解
雇
撤
回
を

勝
ち
と
ろ
う
。

2
第
二
は
、
こ
の
闘
い
を
通
じ
て
労
働
運
動

を
甦
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
現
在
、資
本
主
義
・

帝
国
主
義
は
戦
争
な
し
に
は
生
き
延
び
ら
れ

な
い
末
期
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
高
市
政

権
は
「
台
湾
有
事
」
を
煽
り
、
排
外
主
義
を

宣
伝
し
、
中
国
侵
略
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
反
戦

闘
争
を
労
働
組
合
の
本
質
的
課
題
に
据
え
た

「
階
級
的
労
働
運
動
」
が
必
要
で
す
。

　
今
年
は
第
２
波
ス
ト
か
ら
40
年
。
当
時
、

40
万
人
の
国
鉄
労
働
者
の
半
分
が
職
場
を
追

わ
れ
、２
０
０
人
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
。

こ
れ
は
戦
後
最
大
の
労
働
運
動
解
体
攻
撃
で

あ
り
、
現
在
の
非
正
規
職
増
大
と
社
会
崩
壊

の
起
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
は
、
小
さ
な
組
合
だ
が
国
家
ぐ

る
み
の
攻
撃
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
ま
し

た
。
激
し
い
処
分
が
予
想
さ
れ
る
中
で
ス
ト

を
決
断
し
、
団
結
を
守
り
抜
い
た
経
験
は
、

戦
後
日
本
労
働
運
動
の
最
高
地
平
で
す
。
こ

の
歴
史
的
勝
利
を
今
こ
そ
つ
か
み
取
り
、
日

本
の
労
働
運
動
全
体
を
奪
い
返
そ
う
。

3
第
三
に
、
戦
争
阻
止
の
闘
い
と
一
体
で
進

め
ら
れ
る
労
働
政
策
の
歴
史
的
転
換
と
対
決

す
る
こ
と
で
す
。

　
経
団
連
や
高
市
政
権
は
、
労
働
規
制
を
緩

和
し
、
軍
需
産
業
へ
労
働
力
を
強
制
移
動
さ

せ
る
「
労
働
封
鎖
」
的
な
攻
撃
を
狙
っ
て
い

る
。
そ
の
核
心
は
、労
働
組
合
を
解
体
し「
従

業
員
組
織
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
労
働

基
本
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
改
悪
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
Ｊ

Ｒ
東
日
本
で
す
。
し
か
し
、
彼
ら
の
野
望
も

順
調
で
は
な
い
。
重
大
事
故
の
続
発
や
外
注

化
の
失
敗
に
よ
り
、
彼
ら
も
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
。
労
働
者
が
本
気
で
闘
え
ば
、
こ
の

攻
撃
は
必
ず
打
ち
破
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
は
国
家
的
不
当
労
働
行
為
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
資
本
で
あ
り
、
今
ま
た
労
働
法
制

改
悪
の
先
兵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
国
鉄
闘
争
の
勝
利
は
全
労
働
者
に
と
っ

て
決
定
的
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
く
し
く
も
本
日
は
衆
院
選
の
投
開
票
日
で

す
。
こ
の
偶
然
を
確
信
に
変
え
、
情
勢
を
動

か
す
力
と
し
て
、
解
雇
撤
回
・
勝
利
ま
で
共

に
闘
い
抜
き
ま
し
ょ
う
。

で
は
、
動
労
千
葉
の

中
村
副
委
員
長
が

「
今
こ
そ
大
勝
負
の

時
だ
。
国
鉄
分
割
・

民
営
化
は
間
違
っ
て

い
た
と
言
わ
せ
、
Ｊ

Ｒ
に
責
任
を
取
ら
せ
て
職
場
に

戻
る
」
と
万
雷
の
拍
手
の
中
で

決
意
を
語
っ
た
。

　
弁
護
団
の
藤
田
正
人
弁
護
士

か
ら
は
、
最
高
裁
の
判
例
変
更

を
武
器
に
、
除
斥
期
間
の
壁
を

突
破
し
て
事
実
調
べ
へ
と
踏
み

込
ま
せ
た
勝
利
的
報
告
が
行
わ

れ
た
（
発
言
裏
面
）。
動
労
千

葉
を
支
援
す
る
会
の
織
田
事
務

局
次
長
が
、
昨
年
逝
去
さ
れ
た

山
本
弘
行
さ
ん
の
遺
志
を
継

次
ぐ
重
大
事
故
の
元
凶
は

民
営
化
と
外
注
化
だ
」「
Ｊ

Ｒ
は
貨
物
も
含
め
安
全
を

無
視
し
た
要
員
削
減
を
強

行
し
て
い
る
。
東
日
本
で

は
４
月
の
人
事
・
賃
金
制

度
導
入
、
７
月
の
組
織
大

再
編
、
そ
し
て
４
月
１
日

に
は
京
葉
車
両
セ
ン
タ
ー

で
の
機
能
保
全
業
務
の
外

注
化
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
絶
対
反
対
で

立
ち
上
が
る
。Ｃ
Ｔ
Ｓ（
千

葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
）
の
大

幅
賃
上
げ
も
焦
点
に
、
春

闘
を
全
力
で
闘
い
抜
く
」

と
宣
言
し
た
。

戦
争
阻
む
対
抗
軸
、階
級
的
労
働
運
動
の
再
生
へ
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あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義  

「
除
斥
期
間
の
適
用
」主
張
は
権
利
濫
用

　
１
月
23
日
、
東
京
高
等
裁
判
所

１
０
１
号
法
廷
で
開
か
れ
た
控
訴
審

第
２
回
弁
論
期
日
で
、
高
裁
第
24
民

事
部
東
亜
由
美
裁
判
長
は
、
設
立
委

員
会
の
不
当
労
働
行
為
に
つ
い
て
、

中
労
委
側
が
争
う
の
で
あ
れ
ば
井
手

正
敬
証
人
尋
問
を
実
施
す
る
と
明
言

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
中
労
委
に

対
し
、
３
月
末
ま
で
に
こ
の
不
当
労

働
行
為
を
認
め
る
の
か
否
か
、
認
否

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
訴
訟
指
揮
を

行
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
11
月
の
東
京
地
裁
判
決

は
、
井
手
や
深
澤
祐
二
Ｊ
Ｒ
東
元
社

長
の
証
人
尋
問
申
請
を
却
下
し
ま
し

た
。設
立
委
員
の
不
当
労
働
行
為
や
、

国
鉄
改
革
法
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
東
の
責
任

承
継
、
そ
の
後
の
不
採
用
の
継
続
や

隠い
ん
ぺ
い蔽

工
作
に
つ
い
て
も
何
ら
判
断

を
示
さ
ず
、
労
働
組
合
法
に
定
め
る

１
年
間
の
申
立
期
間
が
過
ぎ
た
こ
と

を
理
由
に
請
求
を
棄
却
し
ま
し
た
。

東
京
高
裁
は
、
こ
の
地
裁
判
決
の
誤

り
を
実
質
的
に
認
め
た
の
で
す
。

　
原
審
の
東
京
地
裁
で
の
審
理
は
24

年
７
月
31
日
に
結
審
し
、
11
月
に
判

決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
結
審

直
前
の
７
月
３
日
、
最
高
裁
判
所
大

法
廷
で
極
め
て
重
大
な
判
例
変
更
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
労
組
法
に
よ
る
申
立
期
間
制
限

は
、
一
般
に
「
除
斥
期
間
」
と
理
解

さ
れ
て
い
ま
す
。
89
年
の
最
高
裁
大

法
廷
判
決
と
い
う
旧
判
例
で
は
、
除

斥
期
間
は
期
間
の
経
過
で
請
求
権
が

自
動
消
滅
し
、
そ
の
主
張
が
信
義
則

違
反
や
権
利
濫
用
に
あ
た
る
と
す
る

主
張
は
失
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
消
滅
時
効
に
は
当
事
者
の
主

張
（
援
用
）
が
必
要
で
、
信
義
則
等

の
判
断
が
必
要
で
す
が
、
除
斥
期
間

に
は
不
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
旧
優
生
保
護
法
に
よ

る
強
制
手
術
を
め
ぐ
る
国
家
賠
償
請

求
訴
訟
で
、
最
高
裁
は
旧
判
例
を
維

持
し
て
救
済
を
拒
否
す
る
こ
と
は
正

義
・
公
平
の
理
念
に
反
し
容
認
で
き

な
い
と
し
、判
例
を
変
更
し
ま
し
た
。

除
斥
期
間
で
あ
っ
て
も
援
用
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
が
信
義
則
違
反
・
権

利
濫
用
に
あ
た
る
場
合
は
援
用
を
認

め
な
い
と
し
た
の
で
す
。

　
東
京
地
裁
は
こ
の
判
例
変
更
を
無

視
し
、
除
斥
期
間
の
経
過
だ
け
を
理

由
に
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
弁

護
団
も
当
時
明
確
に
主
張
で
き
て
い

な
か
っ
た
点
は
反
省
す
べ
き
で
す

が
、
旧
優
生
保
護
法
判
決
に
こ
の
重

大
な
判
例
変
更
が
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
弁
護
団
は
、
正
義
・
公
平
の
理
念

に
反
す
る
国
家
的
不
当
労
働
行
為
が

継
続
さ
れ
て
い
る
本
件
に
お
い
て

も
、
新
判
例
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
東
に

よ
る
除
斥
期
間
経
過
の
主
張
が
信
義

則
違
反
や
権
利
濫
用
に
あ
た
る
か
を

審
理
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ

た
一
審
判
決
に
は
判
例
違
反
が
あ
る

と
い
う
主
張
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
東
京
高
裁
は
最
高
裁
の
新
判
例
に

沿
っ
た
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ

の
た
め
に
は
不
当
労
働
行
為
の
一
連

の
経
過
を
審
理
・
認
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
今
回
の
訴
訟
指
揮
に

至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
は
こ
れ
ま
で
無
視
を
続

け
、
高
裁
第
２
回
弁
論
ま
で
欠
席
し

て
き
ま
し
た
が
、
３
日
前
、
代
理
人

を
選
任
し
て
次
回
期
日
に
出
頭
す
る

と
連
絡
し
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
に

責
任
を
取
ら
せ
る
ま
で
、
ま
さ
に
あ

と
一
歩
ま
で
来
て
い
ま
す
。

「
除
斥
期
間
の
壁
」突
破
し
事
実
調
べ
へ

動
労
千
葉
弁
護
団
　
藤
田
正
人

れ
ば
、
井
手
・
深
澤
両
氏
の
証
人
採

用
を
検
討
す
る
」
と
踏
み
込
ん
だ
。

　
こ
れ
は
司
法
が
も
は
や
国
家
の

「
嘘
」
を
擁
護
・
隠
蔽
で
き
な
い
段

階
に
来
た
こ
と
を
示
す
〝
逆
転
劇
〟

の
幕
開
け
で
あ
る
。

　

最
高
裁
が
新
判
例

　
こ
の
数
年
、
日
本
の
司
法
の
世
界

で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
水
俣
病
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
や
在
外
被
爆
者
の
問

題
な
ど
で
、こ
れ
ま
で
の
「
形
式
論
」

を
打
ち
破
る
歴
史
的
判
決
が
相
次
い

で
い
る
。
と
り
わ
け
、
２
０
２
４
年

の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
は
、「
著
し

く
正
義
・
公
平
に
反
す
る
」
国
家
の

行
為
に
対
し
て
「
時
間
の
経
過
」
を

隠
れ
蓑み
の

に
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と

す
る
判
断
を
示
し
た
。

■
旧
優
生
保
護
法
最
高
裁
大
法
廷
判

決
（
24
年
７
月
）

　
こ
の
判
決
の
歴
史
的
意
義
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
時
効
」
と
「
除
斥
期
間
」

の
概
念
を
根
底
か
ら
書
き
換
え
た
点

に
あ
る
。
時
効
は
加
害
者
が
「
時
効

で
あ
る
」
と
主
張
（
援
用
）
し
な
け

れ
ば
成
立
せ
ず
、
交
渉
等
に
よ
り
進

行
が
止
ま
る
（
中
断
・
更
新
）
性
質

を
持
つ
。
時
効
は
、
提
訴
で
き
な
い

は
不
法
行
為
か
ら
20
年
）
が
経
て
ば

自
動
的
・
絶
対
的
に
権
利
が
消
滅
す

る
「
画
一
的
な
期
間
」
と
解
さ
れ
て

知
る
こ
と
が
不
可
能
な
環
境
に
置

か
れ
て
い
た
こ
と
。

　
以
後
、
国
が
情
報
を
隠
蔽
し
、
不

当
な
通
達
や
不
作
為
に
よ
っ
て
救
済

を
妨
げ
て
い
た
事
案
で
は
、
20
年
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
歳
月
が
経
過

し
て
い
て
も
国
の
賠
償
責
任
を
免
れ

さ
せ
な
い
と
の
判
断
が
定
着
し
た
。

　
26
年
１
月
28
日
の
広
島
地
裁
判
決

（
在
外
被
爆
者
）
で
も
、
国
の
違
法

な
通
達
（
日
本
を
離
れ
た
ら
手
当
は

打
ち
切
り
）
と
い
う
１
９
７
４
年
の

通
達
が
救
済
を
遅
ら
せ
た
と
し
て
同

様
の
判
断
が
出
た
。
つ
ま
り
、
行
政

の
不
作
為
や
誤
っ
た
通
達
が
除
斥
期

間
の
カ
ウ
ン
ト
を
止
め
る
要
因
に
な

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

■
水
俣
病
や
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

　
新
判
例
に
先
立
ち
、
除
斥
期
間
の

画
一
的
な
適
用
に
つ
い
て
は
水
俣
病

（
23
～
24
年
）
や
Ｂ
型
肝
炎
（
06
年
）

の
訴
訟
で
、
除
斥
期
間
の
起
算
点
に

つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
潜
在
化
し

て
い
た
被
害
、
あ
る
い
は
加
害
者
の

不
誠
実
な
対
応
に
よ
り
提
訴
が
遅
れ

た
公
害
事
案
に
つ
い
て
は
、「
知
っ

た
時
か
ら
」、
あ
る
い
は
「
事
実
が

完
全
に
確
定
し
た
時
か
ら
」
期
間
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
被
害
者
実
質
救
済
の

論
理
が
示
さ
れ
た
。

　
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て

は
、
国
が
危
険
性
を
知
り
な
が
ら
防

塵
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
規
制
を
怠

り
、
国
が
情
報
を
開
示
し
な
か
っ
た

責
任
を
重
視
し
、
20
年
の
適
用
を
否

定
し
た
（
21
年
）。

　
つ
ま
り
、
国
家
や
企
業
と
い
う
巨

大
権
力
が
、
情
報
を
独
占
し
、
真
実

を
歪
め
、
被
害
者
を
沈
黙
さ
せ
て
き

た
場
合
、
法
の
形
式
論
で
加
害
者
を

救
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
新
た
な
局
面
は
被
害
者
や
関

係
者
の
長
年
の
苦
闘
・
努
力
に
よ
っ

て
切
り
開
か
れ
た
地
平
だ
。

国
家
の
組
織
的
不
正

　
そ
し
て
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇

を
め
ぐ
る
問
題
も
、
ま
さ
に
こ
の
構

造
に
位
置
し
て
い
る
。

　
焦
点
は
、
労
働
組
合
法
第
27
条
が

定
め
る
「
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立

て
の
１
年
」
と
い
う
極
め
て
短
い
除

斥
期
間
で
あ
る
。
中
央
労
働
委
員
会

は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
１
年
の
経
過
の

み
を
理
由
に
申
立
て
を
却
下
し
、
中

身
の
審
査
を
拒
絶
し
て
き
た
（
ち
な

み
に
そ
の
前
段
の
千
葉
県
労
働
委
員

会
で
は
冒
頭
で
村
上
公
益
委
員
が

「
最
高
裁
判
決
に
反
し
た
命
令
は
出

せ
な
い
」
と
決
め
つ
け
て
審
査
の
打

ち
切
り
を
強
行
し
た
）。

　
Ｊ
Ｒ
と
政
府
は
「
Ｊ
Ｒ
は
不
採
用

に
関
与
し
て
い
な
い
」「
不
当
労
働

行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
も
旧
国
鉄
の

責
任
」
と
い
う
虚
偽
を
39
年
間
突
き

通
し
て
き
た
。
労
働
者
が
真
相
を
知

労
働
運
動
の
転
換
へ

　
東
京
高
裁
が
、
井
手
正
敬
・
元
Ｊ

Ｒ
西
日
本
社
長
（
当
時
、
総
裁
室
秘

書
課
長
と
し
て
「
国
鉄
改
革
」
を
現

場
指
揮
、
い
わ
ゆ
る
国
鉄
改
革
３
人

組
の
唯
一
の
存
命
者
）、
そ
し
て
深

澤
祐
二
・
前
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長
（
井

手
や
葛
西
の
下
で
動
い
た
実
行
部
隊

の
一
人
）
の
証
人
採
用
を
検
討
し
始

め
た
意
味
は
極
め
て
重
い
。
国
鉄
分

割
・
民
営
化
の
黒
幕
を
白
日
の
下
に

引
き
ず
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
１
月
23
日
の
法
廷
で
、田
中
康
宏
・

動
労
総
連
合
委
員
長
が
突
き
つ
け
た

の
は
、
解
雇
の
不
当
性
だ
け
で
は
な

い
。
Ｊ
Ｒ
が
「
無
関
係
」
を
装
い
な

が
ら
、
裏
で
い
か
に
周
到
に
労
働
組

合
破
壊
を
画
策
し
、
証
拠
を
隠
滅
し

て
き
た
か
と
い
う
、
組
織
的
犯
罪
の

告
発
で
も
あ
る
。

　
も
し
、
井
手
や
深
澤
が
証
言
台
に

　

逆
転
劇
の
始
ま
り

　
１
９
８
７
年
、
中
曽
根
政
権
が
強

行
し
た
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
、「
総

評
・
社
会
党
を
解
体
し
、
新
し
い
憲

法
を
制
定
す
る
」
と
い
う
明
確
な
政

治
目
的
の
も
と
、
憲
法
28
条
が
保
障

す
る
労
働
基
本
権
を
根
底
か
ら
破
壊

し
よ
う
と
し
た
、
戦
後
最
大
の
国
家

的
不
当
労
働
行
為
で
あ
っ
た
。

　
三
池
争
議
以
来
の
激
突
と
言
わ
れ

た
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
お
い
て
、

闘
い
の
意
志
を
貫
い
た
国
鉄
労
働
者

１
０
４
７
名
が
最
終
的
に
解
雇
さ
れ

た
。
だ
が
、「
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
責
任
は
Ｊ
Ｒ
に

は
及
ば
な
い
」
と
の
国
鉄
改
革
法
の

法
的
「
虚
構
」
を
根
拠
に
真
実
は
闇

に
葬
ら
れ
続
け
た
。
だ
が
、
そ
の
壁

が
い
ま
轟
音
を
立
て
て
崩
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
１
月
23
日
、
東
京
高
裁
で
行
わ
れ

た
第
二
回
控
訴
審
。
裁
判
長
は
、
中

央
労
働
委
員
会
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
に

対
し
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
の
不
当
労

働
行
為
を
「
認
め
る
の
か
、
争
う
の

か
」
と
二
択
を
突
き
つ
け
た
。
さ
ら

に
、「
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
不
当

労
働
行
為
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を

前
提
に
判
決
を
書
く
。
争
う
の
で
あ

1
被
害
の
重
大
性
／
基
本
的
人
権
の

根
幹
的
侵
害
で
あ
る
こ
と
。

2
加
害
者
の
関
与
／
国
家
に
よ
る
制

度
的
・
組
織
的
な
侵
害
で
あ
る
こ

と
。

3
情
報
の
遮
断
／
被
害
者
が
権
利
を

き
た
。
時
効
の
よ
う
な

「
中
断
」
や
「
停
止
」
の

概
念
が
存
在
せ
ず
、
時
間

の
経
過
の
み
を
も
っ
て
機

械
的
に
権
利
を
切
り
捨
て

る
（
除
斥
）
制
度
と
し
て

運
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
最
高
裁
は
こ
の
裁
判

に
お
い
て
、
除
斥
期
間
と

い
う
性
質
は
維
持
し
つ
つ

も
、
そ
の
「
適
用
」
に
お

い
て
大
き
な
転
換
を
行
っ

た
の
で
あ
る
。

 

　
第
一
に
、
除
斥
期
間

で
あ
っ
て
も
「
援
用
」
が

必
要
で
あ
り
、
加
害
者
が

主
張
し
な
け
れ
ば
適
用
さ

れ
な
い
と
し
た
こ
と
。
第

二
に
、
加
害
者
が
不
法
行

為
を
行
い
、
か
つ
被
害
者

が
訴
え
ら
れ
な
い
状
況
を

自
ら
作
っ
て
い
た
場
合
、

期
間
切
れ
を
主
張
す
る
こ

と
は
「
権
利
の
濫
用
」
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
し

た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
示
さ
れ
た
、
除

斥
期
間
の
適
用
を
制
限
す

る
「
著
し
く
正
義
・
公
平

に
反
す
る
」
と
い
う
判
断

基
準
（
特
段
の
事
情
）
に

は
、
以
下
の
三
つ
の
柱
が

あ
る
。

特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
一
時

的
に
カ
ウ
ン
ト
を

止
め
る
措
置
が
認

め
ら
れ
る
。

　
対
し
て
従
来
の

除
斥
期
間
は
、
加

害
者
が
事
実
を
隠

蔽
し
て
い
よ
う
と

も
一
定
期
間
（
例

え
ば
事
故
な
ど
の

損
害
賠
償
請
求
権

裁判長が明言「井手・深澤両氏の証人採用を検討する」

り
得
な
い
状
況
を
組
織
的
に
構
築
し

て
お
き
な
が
ら
、
一
方
で
期
間
の
経

過
（
除
斥
期
間
）
の
み
を
理
由
に
逃

げ
回
る
労
働
委
員
会
や
裁
判
所
の
論

理
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
司
法
の
論
理
と

し
て
も
容
認
さ
れ
な
い
。

　
２
０
１
０
年
の
「
４
・
９
政
治
和

解
」
の
際
に
も
隠
さ
れ
て
い
た
事
実

が
、
そ
の
後
の
内
部
資
料
（
井
手
文

書
等
）
に
よ
っ
て
初
め
て
発
覚
し
た

事
実
も
ま
た
重
い
。
こ
ん
な
重
大
な

事
実
を
隠
し
た
ま
ま
政
治
和
解
を
強

行
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
単
な
る
証
拠

の
追
加
で
は
な
い
。「
新
た
な
不
法

行
為
の
発
覚
」
で
あ
り
、
今
な
お
続

く
不
当
労
働
行
為
な
の
だ
。

　
国
家
と
Ｊ
Ｒ
が
組
織
的
に
真
相
を

闇
に
葬
っ
て
き
た
。
加
害
者
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
が
真
実
を
隠
蔽
し
、
司
法
を
欺

き
続
け
て
き
た
以
上
、
Ｊ
Ｒ
側
に
除

斥
期
間
を
援
用
す
る
権
利
な
ど
は
微

塵
も
存
在
し
な
い
。

立
ち
、
設
立
委
員
会
と
Ｊ
Ｒ
の
「
一

体
性
」
や
、組
合
員
排
除
の
「
基
準
」

が
法
廷
で
確
定
す
れ
ば
、
中
労
委
が

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
却
下
命

令
は
一
瞬
に
し
て
崩
壊
す
る
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
不
当

解
雇
か
ら
39
年
、
動
労
千
葉
の
第
２

波
ス
ト
か
ら
40
年
と
い
う
こ
の
節
目

に
、
本
当
に
「
あ
と
一
歩
」
ま
で
闘

い
は
進
ん
だ
。
け
っ
し
て
誇
張
で
は

な
く
、
戦
後
最
大
の
労
働
事
件
を
め

ぐ
り
、
約
40
年
の
時
空
を
突
き
抜
け

て
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
時
が
来
た

の
だ
。
労
働
者
に
正
義
が
あ
り
、
政

府
や
Ｊ
Ｒ
の
不
正
義
を
確
定
す
る
情

勢
を
つ
か
ん
だ
の
だ
。

　
新
自
由
主
義
40
年
が
も
た
ら
し
た

社
会
や
労
働
者
の
現
実
を
覆
す
反
撃

の
開
始
だ
。
何
よ
り
大
軍
拡
と
戦
争

に
突
き
進
む
高
市
政
権
を
打
ち
倒
す

階
級
的
労
働
運
動
の
転
換
点
だ
。
画

期
的
前
進
を
解
雇
撤
回
の
勝
利
へ
！


